
加
藤
定
彦
教
授

自
筆
略
譜
及
び
主
要
研
究
業
績

略

譜

一
九
四
七
年
二
月
、
名
古
屋
市
昭
和
区
に
、
父
加
藤
徳
正
、
母
久
枝
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

一
九
五
九
年
三
月
、
名
古
屋
市
立
白
金
小
学
校
を
卒
業
。

一
九
六
二
年
三
月
、
名
古
屋
市
立
円
上
中
学
校
を
卒
業
。

一
九
六
五
年
三
月
、
名
古
屋
市
立
向
陽
高
等
学
校
を
卒
業
。
在
学
中
、
俳
句
に
親
し
み
、
鈴
木
半
風
子
主
宰
『
陽
炎
』（
岡
崎
市
）

つ
い
で
橋
本
鶏
二
主
宰
『
年
輪
』（
名
古
屋
市
）
に
所
属
、
投
句
。

一
九
六
五
年
四
月
、
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
文
学
科
国
文
学
専
修
に
入
学
。
父
の
勤
務
先
の
縁
故
で
ご
紹
介
を
頂
き
、
中
村
俊
定

先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
芭
蕉
の
研
究
を
志
す
。
実
作
は
早
大
俳
句
研
究
会
に
所
属
し
た
も
の
の
、
学
園
紛
争
の
あ
お
り
で
休
部

状
態
と
な
り
、
中
絶
。

一
九
七
〇
年
三
月
、
二
度
の
学
園
紛
争
で
必
修
の
体
育
実
技
１
単
位
が
不
足
、
五
年
掛
か
っ
て
卒
業
。

一
九
七
〇
年
四
月
、
中
村
俊
定
先
生
の
移
籍
に
と
も
な
い
、
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
に
入
学
。

前
年
五
月
、
父
を
亡
く
し
、
厳
し
い
経
済
情
況
下
、
工
学
院
大
学
図
書
館
嘱
託
（
〜
一
九
七
四
年
三
月
）
と
し
て
夜
間
勤
務
、
学

業
と
の
両
立
が
可
能
と
な
る
。

一
九
七
二
年
三
月
、
同

修
士
課
程
を
修
了
。
た
だ
し
、
翌
年
ま
で
在
籍
。
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一
九
七
四
年
四
月
、
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
助
手
と
な
り
、
第
三
室
に
配
属
。

一
九
七
七
年
四
月
、
立
教
大
学
一
般
教
育
部
人
文
・
社
会
科
学
科
専
任
講
師
と
な
る
。

一
九
八
〇
年
四
月
、
同

助
教
授
と
な
る
。

一
九
八
一
年
三
月
、
外
村
展
子
と
結
婚
、
茨
城
県
取
手
市
の
利
根
川
畔
に
新
居
を
構
え
る
。

一
九
八
二
年
六
月
、
財
団
法
人
日
本
古
典
文
学
会
賞
を
受
賞
。

同

一
二
月
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
に
お
い
て
窪
田
空
穂
賞
を
受
賞
。

一
九
九
〇
年
四
月
、
立
教
大
学
一
般
教
育
部
人
文
・
社
会
科
学
科
教
授
と
な
る
。

一
九
九
二
年
四
月
、
同

主
任
と
な
る
（
〜
翌
年
三
月
）。

一
九
九
五
年
四
月
、
同

一
般
教
育
部
の
解
体
に
と
も
な
っ
て
文
学
部
日
本
文
学
科
に
移
籍
。

一
九
九
七
年
四
月

同

学
生
登
録
団
体
逍
遙
会
部
長
と
な
る
（
〜
二
〇
一
二
年
三
月
）。

一
九
九
八
年
四
月
、
同

文
学
部
日
本
文
学
科
長
と
な
る
（
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月
）。

一
九
九
八
年
一
〇
月
、
上
野
市
・
芭
蕉
翁
顕
彰
会
主
催
の
芭
蕉
祭
で
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
（
対
象
著
作
、『
俳
諧
の
近
世
史
』）。

二
〇
〇
二
年
四
月
、
立
教
大
学
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
課
程
兼
後
期
課
程
主
任
と
な
る
（
〜
二
〇
〇
三
年
三

月
）。

二
〇
〇
三
年
四
月
、
俳
文
学
会
事
務
局
を
引
き
受
け
る
（
〜
二
〇
〇
六
年
三
月
）。

二
〇
〇
六
年
四
月
、
立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
が
同
学
部
文
学
科
日
本
文
学
専
修
と
改
組
さ
れ
る
。

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、伊
賀
市
・
芭
蕉
翁
顕
彰
会
主
催
の
芭
蕉
祭
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
（
対
象
著
作
、外
村
展
子
と
共
編
『
関

東
俳
諧
叢
書
』
全
三
二
巻
）。
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二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
で
閲
覧
中
、
東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
、
帰
宅
困
難
と
な
り
、
立
教
大
学
文
学

部
の
研
究
室
で
一
夜
を
明
か
す
。
翌
日
午
後
、
Ｊ
Ｒ
が
復
旧
、
漸
く
取
手
に
帰
宅
。

同

三
月
一
八
日
、
福
島
第
一
原
発
が
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
（
？
）、
放
射
能
汚
染
の
恐
れ
が
高
ま
り
、
常
磐
線
の
復
旧
を
俟
っ
て
名
古

屋
に
避
難
。
三
泊
し
て
帰
宅
し
た
夜
、
小
雨
が
降
り
、
取
手
市
は
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
化
。

同

三
月
二
三
日
、
同

原
発
事
故
の
収
束
見
込
み
が
立
た
ず
余
震
が
頻
発
、
都
内
練
馬
区
の
義
父
宅
に
仮
寓
（
〜
翌
年
四
月
）。

同

五
月
六
日
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、
一
ヶ
月
遅
れ
で
大
学
の
授
業
開
始
。
異
様
な
最
後
の
一
年
と
な
る
。

二
〇
一
二
年
三
月
、
立
教
大
学
を
定
年
退
職
。

二
〇
一
二
年
四
月
、
愛
知
県
春
日
井
市
に
転
居
。

二
〇
一
二
年
七
月
、
立
教
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。

そ
の
他
、
明
治
大
学
・
早
稲
田
大
学
・
法
政
大
学
・
学
習
院
大
学
・
二
松
学
舎
大
学
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
・
東
京
大
学
・
国
文

学
研
究
資
料
館
の
非
常
勤
講
師
・
客
員
教
授
と
し
て
出
講
。

主
要
研
究
業
績

【
編
著
書
】

『
俳
諧
の
近
世
史
』
若
草
書
房
、
一
九
九
八
年
（
注
）
以
下
に
掲
出
す
る
題
目
の
右
肩
に
「
＊
」
を
付
し
た
論
稿
を
収
録

『
風
呂
で
読
む
一
茶
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
六
年

『『
誹諧

絵
文
匣
』
注
解
抄
』（
編
著
）
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
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＊

『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
古
俳
諧
編
』
全
四
八
巻
（
影
印
解
題
・
共
著
）
勉
誠
社
、
一
九
七
二
年
〜
一
九
七
七
年

▽
①
犬
子
集
、

⑥
牛
飼
、
㉘
宗
因
千
句
・
宗
因
五
百
句
ほ
か
、
㉚
誹
諧
三
ヶ
津
、
38
非
無
漏
毛
理
・
巨
保
理
射
魔
、
47
続
無
名
抄
・
常
陸
帯
・
反

故
集
を
担
当

『
近
世
俳
諧
資
料
集
成
』
全
五
巻
（
中
村
俊
定
編
、
雲
英
末
雄
・
田
中
善
信
と
校
訂
・
解
題
）
講
談
社
、
一
九
七
六
年

『
初
印
本
毛
吹
草

影
印
・
索
引
篇
』
二
巻
（
影
印
・
索
引
）
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
八
・
八
〇
年

『
俳
題
正
名
』（
影
印
解
題
・
索
引
）
勉
誠
社
文
庫
１００
、
一
九
八
二
年

『
酒
田
市
立

光
丘
文
庫
俳
書
解
題

付
、
庄
内
俳
壇
史
藁
草
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
報
告
２
、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
、
尾
形

仂
ほ
か
と
共
著
）
明
治
書
院
、
一
九
八
三
年

『
蕉
門
俳
書
集
』
全
六
巻
（
影
印
解
題
・
鈴
木
勝
忠
ほ
か
と
共
編
）
勉
誠
社
、
一
九
八
三
年
〜
一
九
八
四
年

＊

『
大
東
急

記
念
文
庫

桜
川
』（
影
印
解
説
・
索
引
）
大
東
急
記
念
文
庫
、
一
九
八
五
年

『
島
田
筑
波
集
』
上
下
二
巻
（
編
集
・
校
注
）
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
六
年

『
俚
諺
大
成
』（
外
村
展
子
と
共
編
、
解
説
）
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
九
年

『
一
茶
の
俳
風
』（
前
田
利
治
著
、
編
集
・
注
）
冨
山
房
、
一
九
九
〇
年

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
６９

初
期
俳
諧
集
』（
森
川
昭
ほ
か
と
共
著
、
校
注
・
解
説
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年

『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
２３

貞
門
談
林
俳
諧
集
』（
雲
英
末
雄
ほ
か
と
共
著
、
影
印
解
題
）
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八

九
年

『
天
明
俳
書
集
６

江
戸
篇
』（
影
印
解
題
）
臨
川
書
店
、
一
九
九
一
年
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『
芭
蕉
全
図
譜

図
版
編
・
解
説
編
』
二
巻
（
今
栄
蔵
ほ
か
と
共
編
、
解
説
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年

『
関
東
俳
諧
叢
書
』
全
三
二
巻
（
外
村
展
子
と
共
編
、
校
訂
・
解
説
・
索
引
）
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
三
年
〜
二
〇
〇
九
年

『
半
場
里
丸
俳
諧
資
料
集
』（
関
東
俳
諧
叢
書
編
外
①
、
校
訂
・
解
説
・
索
引
）
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
五
年

『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
４１

享
保
宝
暦
俳
諧
集
』（
雲
英
末
雄
ほ
か
と
共
著
、
影
印
解
題
）
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九

五
年

『
夷
隅
の
俳
諧
』（
夷
隅
町
史
資
料
集
別
巻
、
編
集
、
校
訂
・
解
説
）
千
葉
県
夷
隅
町
、
一
九
九
七
年

『
俳
諧
点
印
譜
』（
影
印
解
説
・
索
引
）
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
八
年

『
古
典
文
学
翻
刻
集
成
・
俳
文
学
篇
』
全
七
巻
（
復
刻
、
監
修
）
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
八
年
・
一
九
九
九
年

『
俳
諧
人
物
便
覧
』（
影
印
解
説
）
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
九
年

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
６１

連
歌
集
・
俳
諧
集
』（
金
子
金
治
郎
ほ
か
と
共
訳
注
）
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年

『
西
山
宗
因
全
集
３
』（
塩
崎
俊
彦
と
共
編
、
校
訂
）
八
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年

＊

＊

『
近
世
文
学
論
叢
』（
早
稲
田
大
学
俳
諧
研
究
会
編
、
共
著
）
桜
楓
社
、
一
九
七
〇
年

▽
「
談
林
俳
諧
に
お
け
る
『
と
ぶ
』
の
意
味
」

を
執
筆

『
芭
蕉
物
語
』（
乾
裕
幸
・
白
石
悌
三
編
、
共
著
）
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年

▽
「
８
宗
匠
立
机
」「
９
パ
ト
ロ
ン
杉
風
」
を
執
筆

＊

『
近
世
文
芸
論
叢
』（
暉
峻
康
隆
編
、
共
著
）
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年

▽
「
俳
諧
師
西
鶴
の
実
像
―
そ
の
作
家
的
出
発
」
を
執

筆
↓
『
日
本
文
学
研
究
大
成

西
鶴
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
）
に
再
録

＊

『
俳
文
学
論
集
』（
宮
本
三
郎
編
、
共
著
）
笠
間
書
院
、
一
九
八
一
年

▽
「
草
創
期
の
季
語
を
め
ぐ
る
問
題
―
『
毛
吹
草
』
と
『
御
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傘
』
と
―
」
を
執
筆

『
近
世
文
学
論
攷
』（
松
尾
靖
秋
編
、
共
著
）
桜
楓
社
、
一
九
八
五
年

▽
「
道
旧
口
伝
『
猿
蓑
集
序
註
解
』
―
解
説
・
翻
刻
―
」
を

執
筆

『
資
料
集
成

二
世
市
川
団
十
郎
』（
共
編
）、
立
教
大
学
近
世
文
学
研
究
会
編
、
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年

▽
『
栢
莚
狂
句
集
』
を
校
訂

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
７０

芭
蕉
七
部
集
』（
共
著
、
解
説
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年

▽
「
七
部
集
の
書
誌
」
を
執
筆

＊

『
江
戸
文
学
研
究
』（
神
保
五
弥
編
、
共
著
）
新
典
社
、
一
九
九
三
年

▽
「
若
き
日
の
恋
川
春
町
―
俳
と
画
と
―
」
を
執
筆

＊

『
日
本
の
近
世
１２

文
学
と
美
術
の
成
熟
』（
中
野
三
敏
編
、
共
著
）
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年

▽
「
８
都
会
派
俳
諧
の
展
開
―

蕉
風
俳
諧
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
―
」
を
執
筆

『
利
根
川
・
荒
川
流
域
の
生
活
と
文
化
』（
利
根
川
文
化
研
究
会
編
、
共
著
）
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
年

▽
「
利
根
川
下
流
域
の

俳
諧
」
を
執
筆

『
商
売
繁
昌

江
戸
文
学
と
稼
業
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
、古
典
講
演
シ
リ
ー
ズ
３
、共
著
）
臨
川
書
店
、一
九
九
九
年

▽
「
俳

諧
師
の
経
済
生
活
」
を
執
筆

『
近
世
文
学
研
究
の
新
展
開
―
俳
諧
と
小
説
―
』（
堀
切
実
編
、
共
著
）
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年

▽
「
白
雄
評
四
季
句
合
と
北

毛
俳
壇
―
左
部
家
旧
蔵
資
料
の
語
る
も
の
（
そ
の
２
）
―
」
を
執
筆

『
図
説
「
見
立
」
と
「
や
つ
し
」
日
本
文
化
の
表
現
技
法
』（
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
、
共
著
）
八
木
書
店
、

二
〇
〇
八
年

▽
「
や
つ
し
と
俳
諧
」「
や
つ
し
と
庭
園
文
化
」
を
執
筆

『
別
冊
国
文
学

日
本
古
典
文
学
研
究
必
携
』（
市
古
貞
次
編
、
共
著
）
学
燈
社
、
一
九
七
九
年
秋
季
号

▽
「
貞
門
」
を
担
当

＊

『
講
座
元
禄
の
文
学
３

元
禄
文
学
の
開
花
Ⅱ

芭
蕉
と
元
禄
の
俳
諧
』（
雲
英
末
雄
ほ
か
編
、
共
著
）
勉
誠
社
、
一
九
七
二
年

▽
「
芭
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蕉
発
句
の
特
質
―
詩
精
神
の
変
遷
を
中
心
に
―
」
を
執
筆

『
岩
波
講
座

日
本
文
学
史
７

変
革
期
の
文
学
Ⅱ
』（
日
野
龍
夫
ほ
か
編
、
共
著
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年

▽
「
俳
諧
の
誕
生
」
を
執

筆
『
俳
句
教
養
講
座
３

俳
句
の
広
が
り
』（
片
山
由
美
子
ほ
か
編
、
共
著
）
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
九
年

▽
「『
見
立
て
』『
や
つ
し
』

と
い
う
方
法
」
を
執
筆

『
下
総
町
史

通
史

近
現
代
編
』（
共
著
）
千
葉
県
下
総
町
、
一
九
九
四
年

▽
「
下
総
町
と
俳
諧
」
を
執
筆

『
夷
隅
町
史

通
史
編
』（
共
著
）
千
葉
県
夷
隅
町
、
二
〇
〇
四
年

▽
「
夷
隅
の
俳
諧
」
を
執
筆

＊

『
没
後
三
百
年
記
念

芭
蕉
展
』（
実
行
委
員
、
図
録
解
説
、
石
川
真
弘
ほ
か
と
共
著
）
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
三
年

『
日
本
近
世
文
学
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
／
日
本
を
見
つ
け
た
。
―
江
戸
時
代
の
文
華
―
展
』（
図
録
編
集
委
員
、
鈴
木
俊
幸
ほ
か
と
共
著
）

日
本
近
世
文
学
会
、
二
〇
〇
二
年

＊

『
俳
文
学
大
辞
典
』（
編
集
委
員
、
共
著
）
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年

▽
項
目
執
筆

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
市
古
貞
次
ほ
か
監
修
、
共
著
）
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
〜
八
五
年

▽
俳
諧
関
係
項
目
を
執
筆

『
利
根
川
荒
川
事
典
』（
編
集
委
員
、
共
著
）
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年

▽
俳
諧
関
係
項
目
を
執
筆

『
成
田
の
地
名
と
歴
史
大
字
別
地
域
の
事
典
』（
大
字
別
地
域
の
事
典
編
集
委
員
会
編
、
共
著
）
成
田
市
、
二
〇
一
一
年

▽
「
地
域
の

事
典
」（
近
世
）
の
俳
諧
関
係
項
目
を
執
筆
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【
雑
誌
論
文
な
ど
】〈
主
題
・
時
代
別
に
分
類
・
配
列
〉

「
俳
諧
大
衆
化
の
二
方
向
―
形
式
の
縮
小
化
と
数
量
の
拡
大
化
―
」（『
大
衆
文
化
』
三
、
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）

「
布
教
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
俳
書
出
版
―
寺
院
版
か
ら
俳
諧
書
林
版
へ
―
」（『
企
画
展

芭
蕉
と
江
戸
時
代
』
山
寺
芭
蕉
記
念
館
、

二
〇
一
〇
年
）

＊

＊
「
桜
井
基
佐
の
書
簡
五
点
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
五
六
、
一
九
七
九
年
一
月
）

＊
「
前
期
俳
諧
の
展
開
―
形
式
と
内
容
と
―
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
四
七
、
一
九
七
四
年
八
月
）

「
初
期
俳
諧
の
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
（
上
・
下
）」（『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
三
・
四
、
一
九
七
一
年
六
月
・
一
九
七
二
年
五
月
）

「
初
印
本
『
毛
吹
草
』
考
」（『
立
教
大
学
研
究
報
告
〈
人
文
科
学
〉』
四
五
、
一
九
八
六
年
二
月
）

「『
毛
吹
草
』
ノ
ー
ト
（
一
〜
四
）」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
二
四
・
二
五
・
二
八
・
三
〇
、
一
九
八
三
年
六
月
〜
一
九
八
六
年

六
月
）

「
貞
室
手
沢
本
『
連
謌
指
合
大
全
』
の
出
現
（
上
・
下
）」（『
日
本
古
典
文
学
館
館
報
』
九
三
・
九
四
、
一
九
八
二
年
八
・
一
二
月
）

＊
「
虱
の
悔
焉
」（『
書
誌
学
月
報
』
五
、
一
九
八
〇
年
七
月
）

「
古
俳
諧
資
料
『
半
井
卜
養
狂
歌
集
其
他
』
の
解
題
と
翻
刻
」（『
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
』
九
、
一
九
七
四
年
二
月
）

＊
「
近
世
俳
諧
の
成
立
（
上
・
下
）」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
一
〇
・
一
一
、
一
九
七
六
年
五
・
一
〇
月
）

＊

「『
増
山
井
』
を
め
ぐ
る
問
題
―
出
典
を
中
心
に
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
八
一
年
一
一
月
）

＊
「
小
西
似
春
の
研
究
」（『
文
芸
と
批
評
』
一
九
七
〇
年
五
月
）
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＊
「
宗
因
の
方
法
―
無
心
所
着
体
の
確
立
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
近
世
文
芸
』
二
〇
、
一
九
七
二
年
四
月
）

「
内
藤
風
虎
伝
拾
遺
―
父
子
の
確
執
と
歌
歴
を
中
心
に
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
八
五
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）

＊

「
芭
蕉
・
曽
良
・
等
躬
「
三
子
三
筆
」
巻
子
の
出
現
」（
倉
島
利
仁
と
共
著
、『
連
歌
俳
諧
研
究
』
一
〇
四
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

＊
「
俳
諧
七
部
集
の
校
訂
と
初
版
本
―
北
大
本
『
あ
ら
野
』
の
紹
介
を
か
ね
て
―
」（『
書
誌
学
月
報
』
二
一
、
一
九
八
五
年
九
月
）

「
ヤ
ツ
シ
と
し
て
の
俳
諧
―
蕉
風
を
中
心
に
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』、二
〇
〇
二
年
一
二
月
）
↓
『
図
説
「
見
立
」
と
「
や
つ
し
」

日
本
文
化
の
表
現
技
法
』（「
や
つ
し
と
俳
諧
」
と
改
題
）
及
び
『
日
本
文
学
研
究
大
成

芭
蕉
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
）

に
再
録

「
露
沾
の
サ
ロ
ン
形
成
と
宝
生
沾
圃
―
能
楽
の
流
行
と
江
戸
蕉
門
―
」（『
か
が
み
』
四
〇
、
大
東
急
記
念
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
一
〇

月
）

「『
芭
蕉
通
夜
舟
』
論
―
歌
仙
形
式
に
よ
る
一
代
記
―
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
別
冊
「
井
上
ひ
さ
し
の
宇
宙
」、
一
九
九
九
年
一

二
月
）＊

＊
「
江
戸
座
の
絵
俳
書
に
つ
い
て
―
露
月
を
中
心
に
―
」（『
絵
入
俳
書
と
そ
の
画
家
た
ち
』
柿
衛
文
庫
、
一
九
九
二
年
）

「『
誹諧

絵
文
匣
』
注
解
（
一
〜
九
）」（
絵
俳
書
を
読
む
会
著
、『
立
教
大
学
大
学
院
／
日
本
文
学
論
叢
』
二
〜
四
・
六
〜
一
一
、
二
〇

〇
二
年
九
月
〜
二
〇
一
一
年
八
月
）
↓
『『
誹諧

絵
文
匣
』
注
解
抄
』
に
（
一
〜
七
）
ま
で
を
改
稿
収
録

＊
「
来
川
門
の
西
鳥
・
寸
長
・
半
路
に
つ
い
て
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
六
、
一
九
七
四
年
五
月
）

＊
「
紀
逸
の
家
系
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
五
四
、
一
九
七
八
年
一
月
）
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「
俳
諧
史
か
ら
見
た
慶
紀
逸
」（『
慶
紀
逸
２５０
年
記
念
講
演
句
会
』、
二
〇
一
二
年
六
月
）

「
狩
野
探
幽
・
常
信
筆
『
画
図
百
花
鳥
』
考
―
縮
写
模
刻
版
の
流
布
と
そ
の
影
響
―
」（『
立
教
大
学
言
語
人
文
紀
要

こ
と
ば
と
人

間
』
二
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）

＊

「
翻
刻
『
鳥
酔
居
士
句
巣
』」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
七
九
、
一
九
九
〇
年
八
月
）（
注
）「
鳥
酔
資
料
叢
稿
（
一
）」
に
当
た
る

「
鳥
酔
資
料
叢
稿
―
白
井
家
襲
蔵
資
料
の
紹
介
―
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
八
二
、
一
九
九
三
年
三
月
）（
注
）「
同
右
（
二
）」
に
当
た

る
「
鳥
酔
資
料
叢
稿
（
三
）
―
白
井
家
家
譜
の
紹
介
―
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
四
四
、
一
九
九
三
年
六
月
）

「
義
仲
寺
蔵
板
の
『
芭
蕉
翁
終
焉
記
』」（『
義
仲
寺
』
二
五
〇
、
一
九
九
二
年
三
月
）（
注
）「
鳥
酔
資
料
叢
稿
（
四
）」
に
当
た
る

「
雪
中
庵
蓼
太
年
譜
稿
（
上
・
中
・
下
）」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
六
六
〜
六
八
、
一
九
八
四
年
一
月
〜
一
九
八
五
年
一
月
、
中
村
俊
定

と
共
著
）

「
大
伴
大
江
丸
の
研
究
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
二
、一
九
七
六
年
三
月
）
↓
上
田
高
嶺
編
『
大
江
丸
旧
国
』（
一
九
九
四
年
）

に
再
録

「
岱
路
稿
本
『
う
ら
枯
の
月
』
の
紹
介
―
天
明
六
年
の
春
秋
庵
再
訪
―
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
一
一
三
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）

「
戯
作
者
振
鷺
亭
の
俳
諧
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
五
二
、
一
九
九
四
年
六
月
）

＊

「
下
総
蕪
里
の
俳
人
玉
斧
―
両
総
俳
壇
の
展
開
と
と
も
に
―
（
上
・
中
・
下
）」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
六
一
・
六
二
・
六
七
、
一

九
八
八
年
一
二
月
・
一
九
八
九
年
七
月
・
一
九
九
一
年
一
二
月
）
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「
白
雄
の
上
総
行
脚
資
料
―
玉
斧
旧
蔵
書
か
ら
―
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
三
四
、
一
九
八
八
年
六
月
）

「
玉
斧
編
『
矢
さ
し
が
浦
』
の
紹
介
」（『
立
教
大
学
研
究
報
告
〈
人
文
科
学
〉』
四
八
、
一
九
八
九
年
二
月
）（
注
）「
矢
さ
し
が
浦
の

俳
諧
（
一
）」
に
当
た
る

「
矢
さ
し
が
浦
の
俳
諧
―
夜
松
関
係
資
料
の
紹
介
―
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
三
七
、
一
九
八
九
年
一
一
月
）（
注
）「
矢
さ
し

が
浦
の
俳
諧
（
二
）」
に
当
た
る

「
矢
さ
し
が
浦
の
俳
諧
（
三
）
―
『
亀
足
集
』
の
紹
介
―
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
三
九
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
）

「
矢
さ
し
が
浦
の
俳
諧
（
四
）
―
『
亀
足
集
』
の
俳
人
た
ち
―
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
四
〇
、
一
九
九
一
年
六
月
）

「
矢
さ
し
が
浦
の
俳
諧
―
伊
能
忠
敬
を
め
ぐ
る
俳
人
た
ち
―
」（『
千
葉
県
の
歴
史
』
四
一
、
一
九
九
一
年
二
月
）

＊

「
近
江
鏡
村
俳
人
寄
松
来
簡
抄
（
そ
の
１
・
２
）」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
七
三
・
七
四
、
一
九
九
四
年
一
二
月
・
一
九
九
五
年
七

月
）

「
俳
諧
『
摺
物
』
事
情
―
文
政
期
上
方
を
中
心
に
―
」（『
江
戸
文
学
』
一
六
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
）（
注
）「
寄
松

来
簡
抄
（
そ
の
３
）」
に
当
た
る

「
宝
暦
五
年
春
雄
書
簡
の
紹
介
―
寄
松
来
簡
抄
（
そ
の
４
）
―
」（『
俳
文
学
研
究
』
二
五
、
一
九
九
六
年
三
月
）

＊

「
江
戸
の
俳
諧
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）

＊
「
生
成
期
の
月
並
句
合
―
江
戸
俳
壇
を
中
心
に
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』、
一
九
九
四
年
五
月
）

「
潭
北
編
『
年
の
み
ど
り
』（
新
出
）
の
解
題
と
翻
刻
―
享
保
前
期
野
総
地
方
の
雑
俳
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
一
〇
五
、
二
〇
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一
〇
年
一
〇
月
）

「
河
内
町
の
俳
諧
」（『
郷
土
研
究
誌
か
わ
ち
』
五
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）

「
関
宿
・
境
俳
壇
と
箱
島
阿
誰
・
浙
江
・
文
路
」（『
町
史
研
究
下
総
さ
か
い
』
九
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

「
近
世
成
田
に
お
け
る
俳
諧
事
情
」（『
成
田
市
史
研
究
』
三
三
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

「
文
政
期
の
南
房
総
俳
壇
―
里
丸
編
『
杉
間
集
』
配
本
控
え
の
紹
介
―
」（『
千
葉
県
の
歴
史
』
四
六
、一
九
九
四
年
一
〇
月
）
↓
『
杉

間
集
』
配
本
控
え
は
『
半
場
里
丸
俳
諧
資
料
集
』
に
収
録

「
小
松
島
の
俳
人
と
化
政
期
俳
壇
―
藍
商
阿
波
屋
の
安
房
出
店
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
一
二
〇
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

「
旧
跡
児
塚
と
『
花
盗
人
』
―
利
根
川
下
流
域
の
俳
諧
―
」（『
利
根
川
文
化
研
究
』
四
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）

「
利
根
川
と
文
化
―
小
林
一
茶
を
中
心
に
―
」（『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』、
二
〇
〇
五
年
三
月
）

「
松
露
庵
一
枚
摺
と
北
毛
俳
壇
」（『
江
戸
文
学
』
二
五
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
六
月
）（
注
）「
左
部
家
旧
蔵
資
料
の
語
る
も

の
（
そ
の
１
）」
に
当
た
る

＊

「《
ヤ
ツ
シ
》
か
ら
見
た
庭
園
文
化
―
作
庭
・
花
道
・
盆
石
を
論
じ
つ
つ
「
見
立
て
」
に
及
ぶ
―
」（『
近
世
文
芸
の
表
現
技
法
〈
見
立
・

や
つ
し
〉
の
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
』
一
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
↓
『
図
説
「
見
立
」
と
「
や

つ
し
」
日
本
文
化
の
表
現
技
法
』
に
再
録

「
神
話
の
ヤ
ツ
シ
と
し
て
の
『
義
経
記
』『
好
色
一
代
男
』」（『
西
鶴
と
浮
世
草
子
』
創
刊
号
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）

「『
奥
の
細
道
』
に
探
る
東
国
の
歴
史
―
「
室
の
八
島
」
を
中
心
に
―
」（
ア
ジ
ア
遊
学
１４３
『
環
境
と
い
う
視
座
／
日
本
文
学
と
エ
コ

ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
七
月
）

― 18 ―



＊

「
友
甫
宛
俳
人
書
簡
の
紹
介
（
一
〜
三
）
―
幕
末
期
関
東
俳
壇
事
情
―
」（
稲
葉
有
祐
ほ
か
と
共
著
、『
立
教
大
学
大
学
院
／
日
本
文

学
論
叢
』
六
・
七
・
一
一
、
二
〇
〇
六
・
〇
七
・
一
一
年
八
月
）

「
教
導
職
を
め
ぐ
る
諸
俳
人
の
手
紙
―
庄
司
唫
風
『
花
鳥
日
記
』
か
ら
―
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
八
八
、
一
九
九
五
年
三
月
）

「
続
教
導
職
を
め
ぐ
る
諸
俳
人
の
手
紙
―
庄
司
唫
風
『
花
鳥
日
記
』
か
ら
―
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
一
〇
〇
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）

「
明
治
俳
壇
消
息
抄
―
庄
司
唫
風
『
花
鳥
日
記
』（
一
〜
十
一
）
か
ら
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
八
七
〜
一
〇
七
、
二
〇
〇
一
年

一
二
月
〜
二
〇
一
二
年
一
二
月
、『
立
教
大
学
言
語
人
文
紀
要

こ
と
ば
と
人
間
』
三
〜
一
〇
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
〜
二
〇
〇

八
年
一
二
月
、『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
六
一
・
六
三
・
六
四
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
〜
二
〇
〇
三
年
六
月
）

「
飄
亭
、
不
折
、
子
規
と
三
陸
大
津
波
―
「
海
嘯
」
十
四
句
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
大
衆
文
化
』
六
、
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
年
九
月
）

＊

「
俚
諺
資
料
『
や
ぶ
に
ま
ぐ
わ
』（
上
・
中
・
下
）
―
翻
刻
・
索
引
・
解
説
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
四
七
〜
四
九
、
一
九
八
一

年
一
二
月
〜
一
九
八
二
年
一
二
月
）

「
俚
諺
資
料
『
や
ぶ
に
ま
ぐ
わ
』
―
異
同
・
用
例
一
覧
―
」（『
立
教
大
学
研
究
報
告
〈
人
文
科
学
〉』
四
二
、
一
九
八
三
年
一
月
）

「『
前
編
諺
鏡
』
の
紹
介
（
上
・
下
）
―
翻
刻
・
解
説
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
五
四
・
五
五
、
一
九
八
五
年
七
月
・
一
二
月
）

【
書
評
】

「
乾
裕
幸
著
『
俳
諧
師
西
鶴
』」（『
文
学
』
一
九
八
〇
年
三
月
）

「
赤
羽
学
編
著
『
校
注
俳
諧
御
傘
索
引
篇
』
を
手
に
し
て
」（『
岡
大
国
文
論
稿
』
一
二
、
一
九
八
四
年
三
月
）
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「
雲
英
末
雄
著
『
俳
書
の
話
』
に
よ
せ
て
」（『
季
刊
江
戸
文
学
』
三
、
一
九
九
〇
年
六
月
）

「
矢
羽
勝
幸
著
『
俳
人
白
雄

人
と
作
品
』」（「
信
濃
毎
日
新
聞
」、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
二
一
日
朝
刊
）

「
矢
羽
勝
幸
著
『
一
茶
大
事
典
』」（「
信
濃
毎
日
新
聞
」、
一
九
九
三
年
八
月
五
日
朝
刊
）

「
赤
羽
学
編
『
新
続
犬
筑
波
集
』（
岡
山
大
学
国
文
学
資
料
叢
書
四
）」（『
岡
大
国
文
論
稿
』
二
四
、
一
九
九
六
年
三
月
）

「
復
本
一
郎
著
『
俳
句
源
流
考
―
俳
句
発
句
論
の
試
み
―
』」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）

「
岡
本
勝
著
『
近
世
三
重
の
俳
人
た
ち
』」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）

「
坪
内
稔
典
著
『
上
島
鬼
貫
』
―
ネ
ン
テ
ン
流
〈
鬼
貫
論
〉」（『
俳
句
』、
二
〇
〇
二
年
一
月
）

「
白
石
悌
三
著
『
江
戸
俳
諧
史
論
考
』」（『
文
学
』
三
・
四
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

「
乾
裕
幸
著
『
俳
句
の
本
質
』」（『
関
西
大
学
国
文
学
会

国
文
学
』
八
五
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）

「
今
栄
蔵
著
『
初
期
俳
諧
か
ら
芭
蕉
時
代
へ
』」（『
国
語
と
国
文
学
』、
二
〇
〇
四
年
二
月
）

「
矢
羽
勝
幸
・
二
村
博
編
著
『
俳
人
塩
田
冥
々

人
と
作
品
』」（「
週
刊
読
書
人
」、
二
〇
〇
四
年
三
月
五
日
）

「
矢
羽
勝
幸
編
『
増
補
改
訂

加
舎
白
雄
全
集
』」（「
図
書
新
聞
」、
二
〇
〇
八
年
三
月
二
二
日
）

「
尾
形
仂
著
『
尾
形
仂
国
文
学
論
集
』」（『
国
語
と
国
文
学
』、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）

【
随
筆
】

「
芭
蕉
涅
槃
図
―
三
百
回
忌
に
寄
せ
て
―
」（『
海
門
』、
一
九
九
三
年
一
〇
月
）

「
開
化
期
の
あ
る
風
交
―
増
山
守
正
と
庄
司
唫
風
と
―
」（『
海
門
』、
一
九
九
八
年
五
月
）

「『
萩
の
も
ん
か
き
や
』
余
話
」（『
岳
』、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）

「
磯
出
大
祭
礼
見
物
の
記
」（『
芭
蕉
伊
賀
』、
二
〇
〇
三
年
六
月
）
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【
講
演
・
講
座
】

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座

古
典
へ
の
招
待
﹇
古
典
総
合
﹈」
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
一
年
四
月

▽
「
俳
諧
」
担
当
、
一
一
月
六
日
・

同
一
三
日
・
同
二
〇
日
、
教
育
テ
レ
ビ
放
送

「
俳
諧
師
の
経
済
生
活
」（
於
国
文
学
研
究
資
料
館
、
一
九
九
七
年
六
月
二
七
日
）
↓
『
商
売
繁
昌

江
戸
文
学
と
稼
業
』
に
収
録

「
教
室
の
芭
蕉
」（
於
三
重
県
上
野
市
芭
蕉
祭
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
一
一
日
）

「
河
内
町
の
俳
諧
」（
於
茨
城
県
河
内
町
歴
史
講
演
会
、
一
九
九
九
年
一
一
月
一
四
日
）
↓
「
河
内
町
の
俳
諧
」（『
郷
土
研
究
誌
か
わ

ち
』
五
）
に
収
録

「
房
総
漂
泊
の
日
々
」（
於
長
野
県
信
濃
町
柏
原

一
茶
記
念
館
講
座
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
八
日
）

「
近
世
安
房
の
俳
諧
事
情
」（
於
千
葉
県
館
山
市
立
博
物
館
、
二
〇
〇
四
年
二
月
二
二
日
）

「
大
江
丸
に
惹
か
れ
て
」（
於
大
阪
市
天
王
寺
区
円
通
寺

大
江
丸
二
百
年
祭
、
二
〇
〇
五
年
三
月
一
九
日
）

「
ヤ
ツ
シ
の
源
流
を
探
る
」（
於
国
文
学
研
究
資
料
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
表
現
と
し
て
の
『
や
つ
し
』
と
『
み
た
て
』」、
二
〇
〇
六
年

五
月
一
七
日
）

「
俳
諧
史
か
ら
見
た
慶
紀
逸
」（
於
慶
紀
逸
二
五
〇
年
記
念
講
演
句
会
、
二
〇
一
二
年
五
月
八
日
）
↓
『
慶
紀
逸
２５０
年
』
に
収
録

「
近
世
成
田
に
お
け
る
俳
諧
事
情
」（
於
成
田
市
史
講
座
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
〇
日
）
↓
「
近
世
成
田
に
お
け
る
俳
諧
事
情
」

（『
成
田
市
史
研
究
』
三
三
）
に
収
録

「
風
流
大
名
内
藤
風
虎
の
文
事
」（
於
明
治
大
学
博
物
館
公
開
講
座
、
寺
子
屋
講
座
「
内
藤
家
文
書
の
世
界
を
探
訪
す
る
」、
二
〇
〇

九
年
三
月
九
日
）
「
内
藤
露
沾
と
関
東
俳
壇
」（
同

右
、
二
〇
〇
九
年
三
月
二
三
日
）
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